
福井の未来を担う人材の育成
教育総合研究所を開設
現在、旧春江工業高校に移転整備中の教育

研究所が、「教育博物館」などの新たな機能を

備えて、「福井県教育総合研究所」として４月に

オープンします。

教育博物館では、県民や学校から収集した昔の

教科書などの教育資料の展示、福井ゆかりの

教育者の紹介、企画展や講座を実施し、全国

トップクラスの学力・体力を支える福井の教育を

全国に発信します。

また、高度な実験機器をそろえた「サイエンスラボ」を設置。理科教育の充実・強化を図るため、遠隔

授業・研修システムによる実験動画を配信するほか、高校生が実際に機器を使って実験を行う講座

を開催します。

学校業務を効率化
教員の負担を軽減し学校業務の効率化を図るため、部活動における指導体制の見直しを実施します。

教員に代わって指導・引率ができる退職教員や、専門的な技術指導ができる地域人材を配置します。

さらに、児童・生徒の成績、出欠、保健管理などの事務処理を効率化するため、県立学校、公立小中

学校に共通のシステムを導入します。

教育博物館（イメージ）

産業の活性化
ものづくりを支える
工業技術センターに宇宙産業とロボット研究開

発の拠点を整備し、県内企業の新たな事業展

開につなげます。

宇宙産業については、小型衛星の製造に必要

な電波暗室や熱真空試験機などを整備します。

これにより、県民衛星プロジェクトを通じて衛星

製造技術を習得した企業にとって、国内外にお

ける衛星製造を受注しやすい環境が整います。

ロボット研究開発分野においては、人との共同

作業が可能なロボットや、身体への負担を軽減

するスーツ型ロボットなどを設置し、生産現場におけるロボットの導入や、医療・介護分野などのロボッ

ト開発などにつなげます。

衛星製造の様子（写真提供：東京大学）

農林水産業の振興
水産学術産業拠点を整備
水産資源の新たな生産・加工技術の研究や、国際的

な視野を持つ人材の育成などを行う拠点構想の実現

に向け、これまで福井県であまり養殖されてこなかった

高級魚「マハタ」や、需要が高い「トラウトサーモン」の

種苗生産施設などを整備。さらなる水産業の発展と、

地域経済の活性化につなげます。

林業ビジネスを拡大
総合グリーンセンターの研修館などを改修し、林業ビジネスの拠点として、林業・木材産業にかかわ

る人材の育成や、木材、きのこ、山菜などの林産物の流通・販売促進を図ります。

また、県内で生産される木材の利用を拡大するため、都市圏での大規模展示会への出展や大手ハ

ウスメーカーとの商談会を実施。デザイン性の高い内装材や不燃木材など付加価値の高い製品を

売り込むことで、新たな市場を開拓します。
ワイナリー（イメージ）

高級魚「マハタ」

食料産業のパワーアップ
作付面積の拡大や中山間地域での生産拡大を図って

いる県産のそばを「世界三大そば」として県内外に発信

し、産地競争力の強化を図ります。県産そばの新たな魅

力を発信するため、県立大学と連携して天日干しや雪室

貯蔵を活用した「プレミアムブランドそば」を開発。さらに、

麺以外でも県産そば粉の需要を開拓するため、若い女

性に人気のメニュー「ガレット」として売り出します。

また、中山間地域の農地を活用したブドウの生産を推

進。新たな地域特産物として、県産ブドウを使用したふく

いワインの振興を図ります。平成29年度は、醸造施設を

整備する民間事業者を支援。さらに、将来県内でワイナ

リーを展開する人材を育てるため、ワインの醸造技術や

ブドウの栽培技術を習得できるプログラムを作成します。

地域医療の充実
県立病院の機能強化
昨年４月に開設した「脳心臓血管セン

ター」の機能を充実させるため、外科

手術と内科の血管内カテーテル治療

を同時に行う「ハイブリッド手術室」を

新たに整備。迅速で感染リスクの少

ない安全な治療を可能にします。

また、精神科単科病院では対応が困

難な、精神と身体の合併症患者の増

加に対応するため、新たに「精神科

救急・合併症病棟」を開設します。 ハイブリッド手術室

国体・障スポの

成功に向けた準備

国体と障スポの融合
開催まで残り１年となった福井しあわせ

元気国体・福井しあわせ元気大会。全

ての人がスポーツを通じて交流できる

国体・障害者スポーツ大会の実現を目

指す全国初の取り組みとして、両大会

の融合を進めます。「国体・障スポ」とい

う略称を用いて障害者スポーツ大会の

開催を周知し、国体と同様に県民の参

加を促します。

また、障害者スポーツ大会の一部の競

技を国体の会期中に開催。全国に向

けて融合をＰＲするとともに、来県する

選手や観客が国体・障スポともに観

戦・応援する機会を作ります。

さらに、両大会の会期を含めた約1か月半を「県民スポーツ交流期間」として設定。障害のある人もない

人も一緒にスポーツに参加し、交流できるイベントや、国体のデモンストレーションスポーツを実施します。

健常者のバスケと車椅子バスケを同一会場で開催

開催まで１年！ 進む準備
競技会場の整備を順調に進めていま

す。福井しあわせ元気国体のメイン会

場となる福井運動公園内には、県営体

育館が完成。４月８日に記念式典を行

います。福井しあわせ元気大会につい

ては、全国から来県する選手が快適に

滞在できる環境を確保するため、宿泊

施設のバリアフリー整備にかかる経費

の一部を支援します。また、競技会場や

アクセス道路の周辺において、道路・

河川の環境美化対策を行い、選手や

観光客など多くの来県者を美しい県土

でもてなします。

競技力の向上については、岩手国体

の結果を踏まえて補強を実施。また、選手の県外遠征の機会を増やし、強豪チームとの実戦練習を

重ねることで、接戦を確実に勝ち抜く力を養います。

福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会のポスター

問合せ先 福井県  平成２９年度当初予算県財務企画課 0776（20）0233 テレビ番組 3/19（日） ＦＢＣテレビ ７：００～７：３０　おはようふくいセブン「平成２９年度当初予算」

工芸の魅力を発信
北陸の工芸の魅力を世界に発信するため、文

化庁と北陸三県が連携し、平成２９年度から５

年間、各県において「国際工芸サミット（仮称）」

を開催します。メイン会場は北陸三県持ち回りと

し、平成３１年度の福井開催に向けて、伝統工

芸産地とデザイナーとの連携による新商品開

発や展示・商談会を実施し、販路拡大につなげ

ます。

また、平成27年度から越前焼研究の第一人者

である故水野九右衛門氏の自宅と資料館を越

前陶芸村に移築整備しており、今年の秋には

「越前古窯博物館」が完成します。水野氏の越前焼コレクション展示や越前焼の調査研究を行い、

越前焼の歴史的・文化的価値を高めるとともに、ブランド力を強化します。さらに、博物館の開館に合

わせて、県内外の茶道愛好家が集まる大茶会「天心茶会（仮称）」を開催します。

昨年開催された伝統的工芸品の全国大会の様子

福井ふるさと元気宣言の実現


